
物質化学分野 ディプロマポリシー
1．身のまわりの物質や材料、自然現象を専門的知識に基づいて化学的に考察でき、自ら問題点を発見し，

解決する能力を有している

2．高度な専門知識、総合的な判断力をもって研究開発を行うことができる研究者・技術者としての能力を有

している

3．専門知識と経験に基づいて、化学実験を計画・実施・解析できる能力と応用する能力をもつ

4．化学者として自らの思考・判断を論理的に説明するためのプレゼンテーション能力をもち、発展的な議論

に展開できる能力を持つ

5．化学に対する幅広い専門知識を有し、社会・環境に対する化学の影響を意識したバランスの良い論理的

判断を行うことができる

6．専門知識を総合的に活用し、世界的な視野から最先端の化学技術の発展に貢献できる
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前 後 前 後

TSC155-- 2

TSC166-- 2

TSC175-- 2 ○ ○

TSC186-- 2

TSC195-- 2

TSC206-- 2

TSC215-- 2 ○ ○

TSC226-- 2

TSC235-- 2

TSC246-- 2

TSD015-- 2 ○ ○

TSD025-- 2 ○ ○

TSD035-- 2 ○ ○

TSD045-- 2

TSD056-- 2

TSD066-- 2

TSD076-- 4

TSD086-- 4

TSD145-- 1

TS2035-- 2 〇

TS2045-- 2 ○

TS2395-- 2 ○

TS2056-- 2

TS2066-- 2

TS2076-- 2

TS2086-- 4

TS2096-- 4

TS2106-- 4

TS2176-- 2 ○ ○

TS2186-- 2

TS2196-- 2

TS2206-- 4

TS2115-- 2 ○

TS2125-- 2 ○

TS2135-- 2

TS2146-- 2

TS2155-- 4

TS2166-- 4

TSA015-- 2

TSA025-- 2

TSA035-- 2
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※「航空機システム共同研究講座」に関連する科目につきましてはｐ17に掲載しています

数理情報学応用演習Ⅱ 演習

応用数学特別実験Ⅲ 特別実験

応用関数解析特論 講義

応用数学演習Ⅰ

登録コード
※下2桁の数字は
『履修案内』参照

理

理

工

工

○

教職

工

工

理

教科のみ

○

○

○

○ ○

○

数理情報学応用特論 講義

数理情報学応用演習Ⅰ

数理情報学応用特別実験 特別実験

○

演習

応用数学特別実験Ⅰ 特別実験

演習

応用数学演習Ⅲ 演習

応用数学演習Ⅱ

応用数学特別実験Ⅱ 特別実験

演習

物理工学特論Ⅱ 講義

応用物理演習Ⅰ 演習

応用物理演習Ⅱ

学外特別実習Ⅱ

特別実験

応用解析学特論 講義

○

数理解析特論 講義

特別実験 ○ ○

応用物理特別実験Ⅱ 特別実験 ○

○

○

○

精密合成化学特論 講義

区分

高速化学反応特別実験Ⅱ 特別実験

分子生物学特論 講義

生物化学特論 講義

バイオ・プロセス工学特別実験Ⅱ 特別実験

触媒設計特別実験Ⅱ 特別実験

応用生物学特論 講義

生物化学工学特論 講義

バイオ・プロセス工学特別実験Ⅰ 特別実験

○ ○

バイオ・プロセス工学演習Ⅰ 演習

バイオ・プロセス工学演習Ⅱ 演習

○

○機能性食品特別講義

○ ○

○ ○

○ ○

精密合成化学演習 演習

精密合成化学特別実験Ⅰ 特別実験

精密合成化学特別実験Ⅱ 演習 ○

○

○

対象学年

備　　考

高速化学反応演習 演習

高速化学反応特別実験Ⅰ 特別実験

高速化学反応論 講義

触媒設計特別実験Ⅰ

○ ○

○

○

○

１年次 ２年次

特別実験

授業科目名 形態
単
位
数

○

学外特別講義 講義 ○ ○

物理工学特論Ⅰ 講義

学外特別実習Ⅰ 特別実験 ○ ○

演習 ○

応用物理特別実験Ⅰ 特別実験 ○

工学専攻 物質化学分野 授業科目一覧 ２/２

１ 数学・物理学の基礎知識に加え、電気電子工学、通信工学、情報工学に関する専門的な知識を修得・活用

することができる。

２ 人類、社会の平和的・持続的発展のために、自然、社会、歴史、文化に対する幅広い教養を持ち、電子情

報システム技術の社会、環境に対する影響について、倫理観を持って判断できる。 自らの考えを他者に理

解できるように伝達すると共に、相手の考えを十分に把握して論理的に討議できる高いコミュニケーション

能力を有する。

３ 環境調和社会、知識基盤社会を多様に支える電気電子工学に関する専門的な実験・演習を遂行し、様々な

物理現象を解析できる。

４ さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力と深い基礎知識を活用し、電気電子工学、通信工学、

情報工学に関する研究を遂行できる。

５ エネルギー・エレクトロニクス・情報通信分野に関する専門知識を修得し、グローバルな視点から知識を

活用することができる。

６ コンピュータのハードウェア、ソフトウェアに関する高度な要素技術を理解し、ハードウェア、ソフト

ウェア、及びコンピュータ応用分野における卓越したシステムの設計、試作、評価を行うことができる。

７ コンピュータソフトウェアに関する専門知識及び卓越したプログラミング技術を有する。

電子情報システム工学分野 ディプロマポリシー
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前 後 前 後

TS2206-- 4

TS2115-- 2 ○

TS2125-- 2 ○

TS2135-- 2

TS2146-- 2

TS2155-- 4

TS2166-- 4

TSF015-- 2

TSF025-- 2

TSF035-- 2

※「航空機システム共同研究講座」に関連する科目につきましてはｐ17に掲載しています

応用物理演習Ⅰ 演習 ○

応用物理演習Ⅱ 演習 ○

○特別実験応用物理特別実験Ⅱ

応用物理特別実験Ⅰ 特別実験 ○

学外特別実習Ⅰ 特別実験 ○ ○

学外特別実習Ⅱ 特別実験 ○ ○

物理工学特論Ⅱ 講義

○ ○数理情報学応用特別実験 特別実験

講義物理工学特論Ⅰ

分
野
共
通

登録コード
※下2桁の数字は
『履修案内』参照

授業科目名 形態
単
位
数

対象学年

備　　考
教職

１年次 ２年次

教科のみ

学外特別講義 講義 ○ ○

工学専攻 電子情報システム工学分野 授業科目一覧 ５/５

１. 水環境・土木工学全般のさまざまな問題に対処できる，高度な専門技術者として必要な

幅広い知識や高い工学的な問題解決能力と表現力・対話力，グローバルな情報発信力

を身につけている

２. 安全・安心で持続可能な水環境や社会環境を構築するための高い情報収集・分析能力，

高度な専門知識と実践的な技術力を身につけている

３. 信頼される高度な専門技術者としての精神と倫理観を身につけている

４. 水環境・土木工学分野において，地域適合型技術の幅広い適用に努めることができる

水環境・土木工学分野 ディプロマポリシー
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1. 機械システム工学の基礎を理解した上で、応用発展させることができる。

2. 物理現象を理解・考察し、正確かつ安全な機械工学分野の実験を計画・実施し、解析する能力を

有する。

3. 機械工学分野の研究を自らの論理的思考により遂行する能力を有する。

4. 現象と課題を理解し、論理的判断ができ、解決する方法を自ら創造できる能力を有する。

5. 自然および人類社会が直面している環境問題を理解し、問題を解決する基礎的能力を身につける

ことができる。

6. 安全で環境負荷を低減するための新しい機械材料を開発することができる。

7. 自然エネルギーを利用した環境にやさしい機械を開発することができる。

8. 人や社会をサポートする知能機械を開発することができる。

機械システム工学分野 ディプロマポリシー

— 34 —



前 後 前 後

TSP115-- 1

TSP125-- 2

TSP135-- 2

TSP145-- 2

TSP155-- 2

TSP166-- 2

TSP175-- 4

TSP186-- 4

TS2035-- 2 〇

TS2045-- 2 ○

TS2395-- 2 〇

TS2056-- 2

TS2066-- 2

TS2076-- 2

TS2086-- 4

TS2096-- 4

TS2106-- 4

TS2176-- 2 ○ ○

TS2186-- 2

TS2196-- 2

TS2206-- 4

TS2115-- 2 ○

TS2125-- 2 ○

TS2135-- 2

TS2146-- 2

TS2155-- 4

TS2166-- 4

TSP195-- 2

TSP205-- 2

○ ○

○ ○

※「航空機システム共同研究講座」に関連する科目につきましてはｐ17に掲載しています

○ ○

授業科目名 形態

○

○

応用関数解析特論 講義

備　　考１年次 ２年次
単
位
数

対象学年

○ ○

○

○

○

区分

○

数理解析特論 講義

応用数学演習Ⅰ 演習 ○ ○

機械システム特別実験Ⅱ 特別実験 ○

応用解析学特論 講義

応用数学演習Ⅱ 演習

精密位置決め技術特論　 講義

○

○

○

応用数学特別実験Ⅲ 特別実験 ○ ○

物理工学特論Ⅰ 講義

数理情報学応用演習Ⅰ 演習

数理情報学応用演習Ⅱ 演習

数理情報学応用特別実験 特別実験

数理情報学応用特論 講義

物理工学特論Ⅱ 講義

学外特別講義 講義 ○ ○

学外特別実習 特別実験 ○ ○

応用物理特別実験Ⅱ 特別実験 ○

応用物理演習Ⅱ 演習 ○

応用物理特別実験Ⅰ 特別実験 ○

応用物理演習Ⅰ 演習

応用数学特別実験Ⅱ 特別実験 ○ ○

管理技術特論Ⅰ 講義

機械システム演習Ⅱ 演習 ○

機械システム特別実験Ⅰ 特別実験 ○

管理技術特論Ⅱ 講義

機械システム演習Ⅰ 演習

教科のみ

教職

特別実験 ○ ○

登録コード
※下2桁の数字は
『履修案内』参照

分
野
共
通

☆「超精密加工技術」社会人プログラム

職業を有する社会人を対象としたプログラムです。このプログラムは，諏訪圏サテライトキャ
ンパスを拠点とした授業です。岡谷・諏訪地域の協力企業等において講義・実習，受講者・各
企業からの持ち込み課題を研究テーマに据えた研究指導を受けることも可能です（事前に指導
予定教員との相談が必要）。

☆「超精密加工技術」
社会人プログラム

先端材料学特論 講義

○ ○

応用数学演習Ⅲ 演習 ○

応用数学特別実験Ⅰ

工学専攻 機械システム工学分野 授業科目一覧 ２/２

建築技術者としての自覚、

建設技術の基礎となる認識力、

建築と都市の双方にわたる総合的な思考

建築環境デザイン力・建築構造デザイン力・新旧統合デザイン力をもつ人材

建築学分野 ディプロマポリシー
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